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県県
内内
地地
価価

高高
水水
準準
をを
維維
持持

さ
が
み
縦
貫
道
　

沿
線
好
調

圏
央
道
沿
線
も
活
性
化

雇
用
創
出
・
税
収
で
効
果
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神
奈
川
県
央
地
域
へ
の
投
資
が
相
次
い
で
い
る

圏
央
道

さ
が
み
縦
貫
道
路
の
開
通
に
よ
り


東
名
高
速
道
路
や
東
北
道
な
ど
の
ア
え
セ
ス
が
容
易
に
な
り
圏
央
道
沿
線
に
大
型
物
流
施
設
な
ど
の

建
築
・
増
築
が
増
え
て
い
る
か
ら
だ

同
時
に
東
京
都
心
や
横
浜

川
崎
へ
の
通
勤
・
通
学
に
便
利

な
土
地
と
い
う
こ
と
も
あ

て
住
宅
の
着
工
件
数
も
増
加
し
て
い
る

さ
ら
な
る
交
通
ア
え
セ
ス
向

上
を
目
指
し
た
鉄
道
網
や
道
路
網
の
整
備
計
画
も
あ
り

神
奈
川
県
央
地
域
の
投
資
が
さ
ら
に
拡
大

す
る
可
能
性
が
出
て
き
た

こ
う
し
た
好
循
環
を
通
じ
て
競
争
力
の
あ
る
産
業
の
創
出

新
産
業
の

育
員
に
つ
な
が
る
と
の
期
待
が
高
ま

て
い
る


グ
よ

に
ル
・
よ
ジ
ス
テ



ク
・
プ
よ
パ
テ



ズ
が
神
奈
川
県
愛
川
町
に

建
設
し
た
﹁
Ｇ
Ｌ
Ｐ
厚
木

Ⅱ
﹂

多
く
の
物
流
企
業

の
拠
点
と
な
る

圏央道は神奈川県、埼玉県、東京都、茨城県、千葉県を横断する。新たな交通イン

フラの整備により大型物流施設の立地が進む　（国土交通省関東地方整備局域供）

　
神
奈
川
県
が
ま
と
め
た

﹁
２
０
１
６
年
　
神
奈
川

県
地
価
調
査
結
果
﹂
に
よ

る
と


年
７
月
か
ら


年
７
月
ま
で
の
１
年
間
の

県
内
地
価
動
向
は

県
全

体
の
用
途
別
平
均
変
動
率

で
住
宅
地
は
０
・
２
％
減

と
な
り

４
年
ぶ
り
に
下

落
へ
転
じ
た
も
の
の

高

水
準
を
維
持
し
て
い
る


一
方
で
商
業
地
は
１
・
３

％
増

工
業
地
は
２
・
３

％
増
と
そ
れ
ぞ
れ
４
年
連

続
で
上
昇
し
た


　
調
査
地
点
は
県
内
９
２

１
地
点
︵
住
宅
地
６
４
３

地
点

商
業
地
２
２
１
地

点

工
業
地

地
点

林

地

地
点
︶
が
対
象
と
な


て
い
る

工
業
地
は


平
均
変
動
率
が
２
・
３
％

と
上
昇

継
続
地
点
の
う

ち
上
昇
・
横
ば
い
地
点
に

占
め
る
割
合
が
前
年
と
ほ

　
同
率
の

・
４
％
と
な


た

県
は

さ
が
み
縦

貫
道
路
の
全
線
開
通
に
よ

り

関
越
道
や
東
北
道
へ

の
ア
え
セ
ス
が
向
上
し


物
流
適
地
や
中
規
模
工
業

地
の
地
価
の
上
昇
幅
が
拡

大
し
て
い
る
と
み
て
い

る


　
特
に
さ
が
み
縦
貫
道
の

沿
線
地
域
で
は
物
流
需
要

が
高
ま
り

地
価
の
上
昇

に
つ
な
が

て
い
る

東

名
厚
木
イ
れ
じ

チ

れ

ジ
近
く
の
地
点
は
前
年
同

期
比
７
・
５
％
増
と
な


た

圏
央
道
相
模
原
愛
川

イ
れ
じ

チ

れ
ジ
近
く

の
地
点
は
同
７
・
２
％

増

圏
央
道
寒
川
南
イ
れ

じ

チ

れ
ジ
近
く
の
地

点
も
同
６
・
１
％
上
昇
し

た


　
地
価
上
昇
の
影
響
は
県

内
の
他
都
市
へ
も
広
が

り

工
業
地
の
神
奈
川
県

全
体
の
平
均
変
動
率
は
２

・
３
％

横
浜
市
は
１
・

９
％

川
崎
市
は
１
・
６

％

相
模
原
市
は
３
・
１

％
だ

た

こ
れ
ら
三
都

市
で
は
継
続
調
査
地
点
す

べ
て
の
地
域
で
上
昇
し

た


　
県
内
工
業
地
の
上
昇
率

順
で
は
１
位
が

厚
木
市

の
﹁
酒
井
字
前
田
３
１
４

２
番
外
﹂
で
１
平
方
뗠
当

た
り

局
４
０
０
０
円


本
厚
木
駅
か
ら
２
・
８
뗞

뗠
の
地
点
に
あ
り

準
工

業
地
帯
に
分
類
さ
れ
る


上
昇
率
は
７
・
５
％
で
全

国
で
も
９
位
と
高
い
水
準

だ

２
位
は
同
じ
く
厚
木

市
の
﹁
上
依
知
字
上
で
原

３
０
１
４
番
﹂
で
１
平
方

뗠
当
た
り
５
局
６
４
０
０

円

本
厚
木
駅
か
ら
８
・

９
뗞
뗠
の
地
点
に
あ
り


工
業
専
用
地
に
分
類

上

昇
率
は
７
・
２
％
で
全
国

で
も

位

３
位
は
茅
ケ

崎
市
の
﹁
萩
園
字
下
河
原

２
６
５
８
番
１
外
﹂
で
１

平
方
뗠
当
た
り
８
局
７
０

０
０
円

茅
ケ
崎
駅
か
ら

３
・
３
뗞
뗠
の
地
点
に
あ

り

工
業
専
用
地
に
分

類

上
昇
率
は
６
・
１
％

だ

た


　
国
土
交
通
省
関
東
地
方

整
備
局
と
東
日
本
高
速
道

路
︵
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日

本
︶
が
ま
と
め
た
東
名
か

ら
東
北
道
を
つ
な
が
る
圏

央
道
の
効
果
に
よ
る
と


圏
央
道
沿
線
市
町
で
税
収

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

分
か

た

法
人
住
民
税

は
約
１
４
０
億
円
増

固

定
資
産
税
は
約

億
円
増

加
し
た
と
い
う

さ
ら
に

圏
央
道
沿
線
市
町
で
は
大

型
物
流
施
設
の
立
地
や
工

場
の
増
産
な
ど
が
進
み


雇
用
や
税
収
に
つ
な
が


て
い
る


　
総
務
省
の
経
済
セ
れ
サ

ス
を
も
と
に

関
東
地
方

整
備
局
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東

日
本
が

三
老
名
ジ

れ

え
シ

れ
︵
Ｊ
Ｃ
Ｔ
︶
か

ら
久
喜
白
岡
ジ

れ
え
シ


れ
︵
Ｊ
Ｃ
Ｔ
︶
に
隣
接

す
る
神
奈
川
県

東
京

都

埼
玉
県
の

市
町
の

２
０
０
９
年
と

年
を
比

較
し
た
調
査
を
実
施
し

た


　
そ
れ
に
よ
る
と
大
型
物

流
施
設
な
ど
が
５
年
間
で

１
１
４
０
件
か
ら
１
２
１

９
件
と

件
増
え
た

配

送
時
間
の
短
縮
に
伴
う
生

産
性
向
上
が
一
因
と
い

う

雇
用
の
創
出
に
も
つ

な
が
り
従
業
員
数
は

年

の
６
局
７
４
０
６
人
か
ら


年
は
７
局
５
３
８
２
人

と
約
８
０
０
０
人
増
加
し

た

一
方

法
人
住
民
税

で
は
２
９
１
億
円
か
ら
４

３
１
億
円
と
な
り

１
４

０
億
円
増
と
な

た

固

定
資
産
税
︵
家
屋
︶
も
８

８
１
億
円
か
ら
９
２
７
億

円
と
約

億
円
増
加
し

た

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